
橋爪 真弘
⻑崎⼤学⼤学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科
東京⼤学⼤学院医学系研究科国際保健政策学

2026年4月20日

「健康」分野における第３次影響評価報告書
の科学的ポイント
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重大性の評価
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 ＜現状＞
＜1.5〜2℃上昇時＞
＜3〜4℃上昇時＞
の3つの場合について重大性を評価

 2段階だった評価を3段階に細分化

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より
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健康分野における影響評価 390 件の文献を引用
（＋224件）

（ ）内の(*〜***)は確信度のレベルを示す。★：第3次影響評価報告書で新たに追加された小項目

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より
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【暑熱】
死亡リスク

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より

暑熱関連死

（2090-2099年、人口当たり）
対2010-2019年 (SSP2-4.5)

Yuan et al.,  Lancet Regional Health -
Western Pacific 2024;52: 101214

特に強い影響を受ける地域・対象
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【感染症】
節足動物感染症

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より
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【その他】
メンタルヘルス

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より
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SSP5-8.5

2010s 2090s

Thawonmas et al. Environ Health Perspect. 2023;131(11):117012

日平均気温（℃）
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【その他】
自然災害

第３次気候変動影響評価報告書（概要資料）より
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気候変動影響評価報告書詳細（2025年度版）令和8年2月環境省



暑熱に対する適応策と効果
■ 主な適応策
① 個人
・暑さ回避・水分補給・暑熱順化
・エアコンの適切使用
② 組織（教育現場・職場）
・暑さ指数（WBGT）活用
・作業環境・休憩・健康管理
③ 社会・政策
・熱中症警戒アラート
・クーリングシェルター
・空調設置支援（学校・社会福祉施設・スポーツ施設）
・都市緑化

■ ハイリスク群への対策
・高齢者：自宅での発症が多い
・独居、十分な水分摂取ができない、エアコン未設置などが主な要因
・慢性疾患を有する人は高リスク
⇒温湿度計の設置、冷暖房利用の促進、梅雨明け後2週間のエアコン使用の啓発、持病の管理、
家族による見守り、自治体や町内会等組織による声掛け

■ 適応の効果（エビデンス）
・適応がない場合：将来、熱関連死亡・発症は増加
・適応がある場合：増加幅を⼤きく抑制
・エアコン使用で死亡・搬送リスク⼤幅減
・都市緑化で体感温度低下
・行動変容で熱ストレス低減
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気候変動影響評価報告書詳細（2025年度版）令和8年2月環境省



まとめ
• すでに「特に重大な健康影響」が認められる

（暑熱、メンタルヘルス、自然災害）

• 脆弱な集団への対応が急務（高齢者、こども、妊婦、慢性疾患患者、地域等）

• 間接影響を含む多面的・総合的な影響評価の必要性

• 適応策の効果に関する定量的エビデンスの整理
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